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平成25年度の特徴的な成果 
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衝撃的な近未来温度上昇予測 
(スーパーコンピュータによる数値計算) 

不確定性大 

気液界面での正確なフラックスの評価 
(精巧な室内実験と数値計算による流体工学的研究の必要性） 

GCMによる正確な交換量予測が可能 
(研究例:非常に少ない) 

(大半の研究) 

地球シミュレータの目的 
気候変動予測モデル 

（GCM) 

交換量サブモデルの 
精度？ 

(乱流)

①CO フラックスの正確な評価：2 F=k S pCOL 2Δ k U, u  L∝ ？

②風波崩壊時の気泡 効果：気泡  液間の物質移動のエントレインメント

⑤界面の 効果： による の減衰kL

③密度成層の効果：浮力効果による の変化kL
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海洋との相似性？
うねりの効果？
気泡の効果：大？

浮力の効果：大？

④物質と熱の移動の相似性：k U ,  h UL L∝ ∝ 相似性：成立？（バルク法）
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台風程度の風速(40m/s以上)を実現できる
世界有数の高速風洞水槽 

風波・温度成層・うねり・降雨などの
大型シミュレーション水槽(全長30m) 

インテックセンター風洞実験室の風景 

（地球シミュレータセンタより） 

台風の成長発達予測， 
気候変動への影響予測 

物質輸送係数 

運動量 

高風速下における大気・海洋間の海水面を通しての運動量，物質および熱の輸送機構と輸送量の正確な評価 

高速風洞水槽の様子 

抗力係数（運動量輸送係数） 熱輸送係数 

本研究プロジェクトの目的 

大気・海洋間の海水面を通しての運動量，物質および熱の輸送機構と輸送量の正確な評価 
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